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研究題目一覧（平成9--10年度）
区分l 研 究 題 目 I 研 究 員
アジアにおける文化交流の研究
く日中・日朝関係の研究＞
〔中国江南文化と日本〕
歴 入宋僧と江南文化 （幹事）藤善員澄
ア
長江南崎唐と人日屋本敷の経の済復交元的流研究 （幹事）松浦 章ジ 史 藪田 貫
ア ” 成澤勝嗣＜委＞に 研お 浙江絵画の日本への影響 山岡泰造
け 究 アジアの漆芸技術の伝播 高橋隆博
I 斎
〔近世日朝関係史〕
班 宗家文書による日朝関係の研究 泉 澄ー
一対馬藩藩儒・雨森芳洲の基礎的研究一
〔資料復元システムの研究〕
の 資料復元研究支援システムの開発に関する研究 上島紳一
覧
典＇ く関西大学図書館所蔵個人文庫の調査研究＞〔内藤文庫の研究〕 奥村郁三“ 大庭 脩＜委＞〔泊園文庫の研究〕 陶 徳民〔増田文庫の研究〕 （幹事）尾崎 賓// （幹事）内田慶市
東西文化交流の研究
く比較文学研究＞
巌斎＇ 〔ボスト・コロニアル文学の研究〕太平洋諸島の英ア語ニ文ア学の英の研語究文学 安川 畏アジア・オセ の研究 （幹事）丹羽良治中・南米のスペイン語文学の研究 平田 渡第三世界のフランス語文学 伊川 徹＜委＞〔写本の比較研究〕
西欧中世の写本の研究 和田葉子
中世ヨーロッパにおける古書体の研究 ディヴィッド・＜委〉
! 
ダンヴィル
く神秘主義の研究〉
i ＇ 
〔大乗起信論義記の研究〕
大乗起信論義記と仏性論 丹治昭義
大乗起信論義記と西洋哲学 川崎幸夫
の 大乗起信論義記における信心 （幹事）井上克人
覧 大乗起信論義記と日本仏教
薗田香融
大乗起信論義記と中国哲学 吾妻重二
大乗起信論義記と華厳教学 木村宜彰＜委〉
く東西文化交渉史の研究＞
〔ヨーロッパ近代歴史学の非ヨーロッパ世界への移植〕
ヨーロッパ近代歴史学の中国への移植 河田悌一
ヨーロッパ近代歴史学の日本への移植 芝井敬司
〔生産技術の比較研究〕
欧亜回廊地帯の生産技術と生活技術 末尾至行く委＞
地中海世界の航海と海図 （幹事）新谷英治
太平洋地域の農耕と漁携 橋本征治
西洋科学知識•生産技術の中国への伝来 橋本敬造
＜委〉は委嘱研究員を示す。
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アジアにおける文化交流の研究
く日中・日朝関係の研究〉（歴史研究班）
〔中国江南文化と日本）
入宋僧と江南文化
藤善員澄
平成10年度の研究成果として，まず当第32輯に掲
載予定の「文書・記録による日中文化交流-伊吉
連博徳書と参天台五壼山記」をあげたい。日中文化
交流では典籍の往来が主役を演じており，従来の研
究でも古文書類については告身，度牒，公験，過所
などが断片的に扱われているに過ぎず，ややもすれ
ぱ文書の規定や様式とその周辺に終始した感は免れ
難い。こうした反省にもとづき，典籍を除く文書類
とりわけ記録・メモの類に焦点をしぽり，記録・メ
モの集大成である日記，旅行記等をも視野に入れな
がら，それらの日中文化交流に果たした重要な役割
を明らかにしようとしたものである。
これに先立ち 8月に杭州で開催された国際シンボ
ジウムにおいて発表した「薬師寺東塔擦銘と西明寺
鍾銘」ほ遣唐使時代の日中交流の一部として近日中
に勉誠社より出版の運びとなっている。ほかに薗田
香融先生古稀記念論集の「唐代の内供奉制」と肝陵
「浪邪台＿徐福伝説」を報告しておきたい。
江南と日本の経済交流
松浦 章
平成9年度の研究活動としては4月16日の研究例
会において「『蘇州衛選簿』に見る倭寇」として北
京にある中国第一歴史椙案館所蔵の明代武職の簿冊
である『衛選簿』の内の『蘇州衛選簿』から倭寇討
伐に関係した武職の史料を抽出し考察を加えた。既
に，これは『所報』第66号 (1998年3月31日）に掲
載された。続いて同選簿の8件から鄭和の南海遠征
に関する史料を抽出し考察を加えた論考ほ「鄭和
「下西洋」の随行員の事跡として『紀要』第31輯
(1998年3月31日）に掲載された。藤善員澄研究員
を代表とする平成9年度国際学術研究「中国華東・
華南地区と日本の交流」による1997年10月8日から
17日までの間，山東省の青島そして江蘇省の連雲港
市・淮安・揚州・鎮江・南京・上海での調査の一端
に関してほ江蘇省淮陰県における清代琉球使節の墓
の調査について「清乾隆五十七年貢期の琉球進貢と
鄭文英の客死」 （『南島史学』第51号， 1998年5月
15日）として発表した。
平成1吟三度の活動としては5月20日の研究例会に
おいて「『東西洋考毎月統紀縛』に見る海難記事」
として最近中国で復刻された清代後期の新聞である
『東西洋考毎月統紀博』に依拠して海難記事に関す
る報告を行った。また『紀要』第32輯には「中国帆
船の航海記録」を投稿した。環中国海，即ち東シナ
海，南シナ海を航行した明清時代の中国帆船の航海
記録を明らかにしようとする試論である。
長崎唐人屋敷の復元的紅究
藪田 貫
近世の日中交流史のテーマとして，今年度は，
「唐人屋敷と唐人番」について調査研究した。元禄
年間から幕末にかけて長崎市内（現在の地名：館
内）， 出島のほど近くに設けられた唐人屋敷（当時
は「唐館」が一般的）は，長崎に来航する中国船乗
組員の収容所であったが，周囲を塀で囲こまれた管
理施設で，役人・通司・遊女や日常雑貨を商う商人
をのぞけば，一般の交流は禁止されていた。
その管理のために置かれたのが唐人番という地役
人で，それが書き残した「唐人番日記」を調査・撮
影し解読をすすめた。 「日記」は18世紀後半の宝暦
年間からはじまり，文化年間までのほぽ5碑三間が残
されており， 17世紀から18世紀前半をカバーする
「唐通事会所日録」の欠を補う価値をもっている。
内容的には唐人屋敷の日常，役人の交替，唐人館の
もめごと・喧嘩，密貿易，施設の建て替えなどに興
味深い記述がみられる。 「唐館閑館絵巻」という視
覚的な資料の研究が進んでおり，それらと総合する
ことで唐人屋敷研究の新しい成果が生まれると思わ
れる。
長崎唐人屋敷の復元的研究
成澤勝嗣
唐人屋敷と交易を主題とする肉筆絵巻資料が2点，
新たに出現した。 1つは長崎県立美術博物館の所有
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となった石崎融思筆「唐館蘭館図絵巻」で，享和元
年の作。第2定型の丸荷役図をベースとしながら，
冒頭に梅が崎での唐船修理の情景を加え，唐館内に
幽霊堂を描くなど，他例のないモチーフが随所に見
られる。唐人部屋を北側から見る視点も，定型とは
逆である。場面を解説する付箋が多く貼られている
のも，資料として貴重。
もう 1つは思文閣古書資料目録に出て，のち個人
蔵となった「長崎唐人屋敷図巻」。 こちらは第2定
型の構成とほぼ一致する内容であるが，松浦史料博
物館本（全3巻）では2巻に描き分けられていた丸
荷役と精荷役を， 1巻に連続して収めているのが特
色。精荷役の完成図は遣品が乏しいだけに，貴重な
ものといえる。
こうした，景観全体を描く資料に加えて，個別の
唐人風俗を独立してとりあげた長崎版画にも注目し
てみた。両者には共通するモチーフが多く，それが
即ち日本人の興味をもった中国情緒であったと推定
できるからである。共通項を抽出することで，日本
人が何を「中国的なるもの」として憶れたかが鮮明
になってくる。今試みにそれらを二種に分類してみ
れば，
●一般的な異国趣味……籠踊り，酒宴（しっぽく料
ぼさ
理），諮拳，ばくち，鍼劇，媚祖揚げなど。
〇文人趣味……書画の揮奄，書斎図，喫茶，音楽な
ど。
に大別することができる。とりわけ後者の場合，
書斎内部の造作や添景としての文房四宝，器物に向
ける注目度は高く，中国的教養を理想とする日本の
文人趣味を反映した画題として興味深い。
中国江南の絵画と日本
山岡泰造
江南の絵画が独自の展開をはじめるのは，唐末五
代の頃からであり，南唐の画家董源・巨然によって
江南型山水画の原型がつくられた。これに始めて高
い評価を与えたのが北宋末の米苛で，江南一片，天
真平淡と評した。米苛・米友仁父子にはじまり，元
の高克恭に至る流れは，特に用墨を重視して，気候
や気象や朝暮の変化を巧みに捉えた。又やや正統を
はずれる水墨重視の画が江南の禅僧らによって描か
れた。米苛や蘇試らの在野の画家の趣向が，徽宗画
院やそれをうけつぐ南宋画院にとり入れられ，これ
らが鎌倉時代から南北朝にかけて，主として禅僧お
よび禅宗寺院によって受容された。これより先，変
化に富む江南の風景は，北宋の宋迪によって満湘八
景としてパクーン化され，我が国にもとり入れられ
て日本の風景にも応用されたが，中世の水墨山水画
はすべて内容的には満湘八景といってもよい程であ
る。南宋末に成立した杭州西湖の十景も，南北朝頃
には受け入れられ，やがては雪舟の天の橋立図のよ
うな作品にも影響を与えている。灌湘八景も西湖十
景も，はじめは別々に分けて描かれたが，やがて1
つの大画面にまとめて表現されるようになった。ま
た杭州あるいは寧波の仏画制作の職業画家たちの画
風も，題材・技術の上で大きな影響を及ぼしている。
元明に入って江南は市民の絵画すなわち文人画の中
心地になり，明清には長崎には多くの江南の画家が
来舶しており，特に浙江呉興の人沈鐙ほ大きな影響
を日本画壇全体に与えた。沈鐙は文人画家とは言い
難いが，職業画家の画風がまず受け入れられたのほ，
雪舟や狩野派らの画家たちが，長い間浙派とよばれ
る明の江南の職業画家・宮廷画家に馴lれ親しんでい
たからである。
アジアの漆芸技術の伝播
高橋隆博
平成9年度は， 『東西文化交流の研究』の「文化
交流史研究班」として，また平成1吟三度は『アジア
における文化交流の研究』の「日中・日朝関係の研
究班」に属した。具体的な調査研究としては，アジ
アにおける漆芸技法の解明と，技法伝播と交流をた
どることに主眼をおいた。その研究の一部について
は平成9年12月3日の例会において，「アジアの漆」
と題して報告し， その内容は「東西学術研究所所
報」 67号に「ヴェトナムの漆」として掲載した。
漆芸の技法には，螺細・乎文・箔絵・描金・彫漆
などがあるが，そのほとんどが中国に生まれている。
近年，中国からは移しい数の出土漆器が報告されて
おり，これまでの編年研究をあらためる作業が急務
とされている。
本研究では，発掘調査報告書などから，主として
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在銘漆器を抽出し，銘文集成を作成すぺく作業にと
りかかっている。
〔近世日朝関係史〕
宗家文書による日朝園係の研究—対馬藩藩個
雨森芳洲の基礎的研究—
泉澄ー
昭和48年にはじまった雨森芳洲研究の成果として
一昨平成9年11月30日に『対馬藩藩儒雨森芳洲の基
礎的研究』 （関西大学東西学術研究所研究叢刊十，
関西大学出版部刊）を刊行したがその後未調査の対
馬藩文書（主として「記録類」）から芳洲関係史料
の収集を行なうと同時に収集済の史料についても再
点検を行ない誤解や見落としの確認につとめた。そ
の結果たとえばかつて収集しておいた朝鮮方毎日記
の史料（享保二十一年五月八日条）に見落としがあ
りそれによると「書物売払当難を相浚可申」という
貧窮の芳洲に対し対馬藩は「御家中学問」のため芳
洲が「導方心を」尽していること，朝鮮語の通詞養
成のため「老身（芳洲は当年69歳）苦労を不厭引承
指南」していることを理由に銀300匁を都合して渡
している。つまり芳洲の功績は外交などにあるので
はなく学問教育にありこれは芳洲の本務を伝える大
切な史料でもあるのだがここに改めてそれを紹介を
しておく。なお私は平成8年度から対馬藩文書の書
簡類（長崎県立対馬歴史民俗資料館に寄託）の調査
にたずさわっている（平成1屁F度まで継続）が約10
万点と推測される大量の記録の中に芳洲関係史料の
所在が想定され新史料の出現を期待している。
〔資料復元システムの研究〕
資料復元研究支援システムの開発に関する研究
上島紳一
資料復元研究支援システムとして，更に新しく 2
つのプロトクイプシステムを構築し，最初に構築し
たワークペソチシステムと比較検討した。
2つのシステムのまず第1は，
グラフを用いて研究者の作業を格納するシステム
であり，資料復元作業過程における必要なデークや
思い付き，仮定．簡単なコメントなどをグラフ上の
デークとして格納できるようになっている。研究者
の思い付きなどが，自由に表現し格納できるよう属
性と属性値とも利用者が定義できる形式を持ってい
る。また，デークを格納する仕組みとして2層構造
としているため，複数の利用者が互いに異なる目的
のためにシステムを利用したり，また共通の目的で
作業結果を互いに利用することができ，拡張性があ
る点などが特徴である。
第2ほ，
一般公開を目的としたインクネット対応のソフト
ウェアである。ここでは情報発信の簡便な手段の一
つとしてよく用いられている Webをデークペース
と接続する手法を用いて実現している。この方法は
インクーネット上で情報を公開する最も簡便な方法
として用いられている。
ここでは，敦煽漢簡に関する 1次デークの木簡画
像と， 2次デークの釈読デークの双方を対象として
公開している。画像デークは入力に用いた原典の著
作権が，一定の年限を経過しているため自由に公開
できる。また，釈読デークは作成者の了解を得て公
開している。
これまでに構築した3つのシステム構成，特徴，
研究利用する上での可能性と問題点などについて考
察し，学会誌，研究会，シンボジウム，ならびに紀
要などに発表し，報告した。
く関西大学図書館所蔵個人文庫の調査研究＞（典籍
研究班）
内藤文庫の研究ー一稿本『麿明律合刻』の研
究＿
奥村郁三
東西学術研究所の研究班の1つ，典籍研究班とし
て取り上げる対象は本学の「内藤文庫」の書籍であ
る。むろん同文庫の全体像そのものが学問の対象と
なるものであり，その研究は長い時間を要するであ
ろうと思ほれる。ただこの文庫の学術的意義につい
ては『内藤文庫漢籍古刊古紗目録』 （昭和61年，関
西大学図書館）の跛にいささか触れておいた所であ
る。
ところで東西学術研究所典籍研究班で今回とりあ
げる研究は内藤文庫中に存した，膵允升撰の『唐明
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律合刻』である。この書は一般に『唐明律合篇』と またかねてから関心のあった江戸時代における法
称せられる著名なものである (199胡三，天津除氏退 帖類の輸入については， 「江戸時代に舶載された単
耕堂刊本，また1933年「万有文庫」所収）。この『合 帖の研究」を『書学書道史研究』八 (1998.11刊）
刻』はその稿本であり，天下の孤本である。もちろ に発表し，また，単帖のみならず集帖も含めた概観
ん「内藤文庫」にはこの本以外に取り上ぐべきもの を， 「海を渡った中国の「書」ー一江戸時代に船載
が大量にある（その一端は上記『古刊古紗目録』を された法帖類ー」と題して『しにか』 1998-11号
みられたい）。しかし研究班で先ず採用した理由を に発表した。
敢て述べるなら次の通りである。
旧中国の法は巨大な成文法の体系の発達とその累
積であるが，その発展経過を簡単に記すと，秦漢以
前，秦漠より魏晋まで，誤晋より唐まで，五代宋元
の大変動期，明清の法，と 5期に分けることが可能
である。この全史の中で，五代宋元の変動期は最も
関心を引くが，この時期をはさんで，唐律から明律
への体系の変化がある。この変化の質ほ右の大変動
期の法の質の理解のためにも重要な問題なのである。
膵允升が目をつけたのはまさにここにあって，唐と
明の律の比較研究である。従ってこの『合刻』は法
史学上，貴重な研究であったのである。この稿本の
存在がどれ程学問上大切かは自ら理解できよう。
『合刻』は通行の『合篇』と篇の構成が異り唐律部
分と明律部分に分けられているのだが，稿本明律部
分と諸本の対校作業が現状である。今回ほともかく
研究上の稿本の意義を述べた。
内藤文庫の研究
大庭脩
内藤文庫等の個人文庫蔵書調査に関連して我々の
意識にのぼるのは，漢籍原本がどのように渡来した
かという漠籍輸入状況に関する疑問である。
その概論ほ， 1997年1月に『漠籍輸入の文化史
—聖徳太子から吉宗へ＿』 （研文出版刊）を公
表して大網を示した。さらにそれをコンパクトにし
て「漠籍伝来の歴史—一ー日本文化に与えた影響」の
題で，渡航僧と中国商人の手で伝わったこと，武士
の文庫として足利学校と金沢文庫があるが，前者は
足利によく保存されているのに対し，後者は散侠し，
徳川家康が蒐めたほか，同文庫本宋淳煕刊『集韻』
が佐伯藩主毛利高標の蔵書から紅葉山文庫に入った
ことは，市場に流通していた証拠であることなどを
『週刊百科日本の国宝95』に発表した。
南岳の道徳学に関する再検討—泊園文庫の初
歩的研究—
陶徳民
狙抹学系の泊園書院 (1825-1945)の学問は経学，
道徳学，文章学などを含む広範囲に亘るが，この2
年間，まずその道徳学，とりわけ明治・大正期の教
育史上に大きな足跡を残した藤沢南岳(1842-1920)
の思想に絞って調査研究を行った。その結果，南岳
の徳教思想の理解に不可欠な資料をいくつか発見す
ることができた。たとえぼ，南岳が漢訳した『教育
勅語』をもとに作られた習字の手本『楷書聖勅帖』
ゃ，徳育優先の理念を学校教育に貫徹してもらうた
めに行った西園寺公望文部大臣への建白書の草稿な
ど。特に前者の中に含まれた南岳の跛は，ほとんど
荻生狙株の「旧事本紀解序」における祭政一致論の
復唱となっているので，泊園祖株学の特質がよく窺
えるのである。そして，明治末年の南北朝正閏問題
をめぐる泊園の姿勢には，南朝正統説を主張する水
戸藩の『大日本史』 (1906年完成）の影響は歴然と
している。日本思想史学界では明治の国家主義の思
想的源流（いわゆる「祖型」）は後期水戸学ないし
荻生狙徐にまで遡れるという仮説が有力であるが，
いままで実証されたことが少ないようである。東
該・南岳が仕えていた高松藩は水戸系の徳川親藩で
あっただけに，南岳における国家主義教育思想の形
成はこの仮説を裏付ける典型的事例と言えるかもし
れない。
上記の研究成果は次の学会や学術誌・研究書にお
いて発表している。
① 19切年6月18日，「藤沢南岳と日本弘道会大坂支
会一ー会誌『教育博議』をめぐって一ー」（東西研第3
回研究例会）；②同9月6日，「泊園狙株学興明治時
代的国家主義教育」 （台湾中央研究院中国文哲研究
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所主催の「日本現代儒学国際研討会」）；③1998年1
月8日， "NationalIdentity Crisis and Its Official 
Solution: A Preliminary Comparison of Meiji 
Japan and Late Qing China" (アジア比較哲学
学会主催の第3回アジア比較哲学国際研究会議，於
ハワイ大学）；④同2月， 「『上西園寺公書』考ー一
藤沢南岳の未刊書簡について一ー」 （関西大学『文
学論集』第47巻第3号）；⑤同12月，「藤沢南岳の国
家主義教育思想」 （『近世近代の地域と権力』，清文
堂出版）。なお，論文②と④を収録した『日本漢学
思想史論考』は東西研「研究叢刊」の一冊として刊
行された。
平成11,1胡三度は，泊園の文章学をめぐって研究
を行う予定である。
増田文庫の研究
内田慶市
本研究班の一員として，増田文庫に収められてい
る貴重な「西学東漸」に関する資料を利用して，以
下のような研究成果を発表した。
1. 「清国英語事始」平成9(19切） 3月『関西
大学中国文学科紀要』第18号 (1-29頁）
2. 「ヨーロッパ発一日本経由ー中国行き」平成
9 (1997)年4月『浙江と日本』 （関西大学東西学
術研究所国際共同研究シリーズ1 関西大学東西学
術研究所） (177-195頁）
3. 「清国英学事始」平成9(1997)年9月『関
西大学東西学術研究所所報」第63号
4. 「闘於西學東漸輿近代日中歌語言接調研究的
方法」平成10(1998) 2月『中文学志』否号 (21一
31頁，中国語）
5. 「KuangQizhaoの《華英字典集成》をめぐ
って」平成10(1998)年3月『関西大学中国文学科
紀要』第19号 (1-17頁）
6. 「『黒茶』から『紅茶』へ」平成10(1998)年
3月『関西大学東西学術研究所紀要』第31輯 (1-
19頁）
なお，以下のような国際学術交流も行い，外国の
研究者との連絡を密にした。
1. 「“西学東漸”輿近代日中歌語言接調研究的
方法」 ＜中国近代学術用語の形成と変遷＞シンボジ
ューム平成9(1997)年2月21日 中国科学自然
科学史研究所
2. 「“西学東漸”典語言研究」＜西学東漸と言語
交流＞シンポジューム 平成9(1997)年8月町日
上海社会科学院歴史研究所
3. 「闘於近代日中厭語言文化交流研究」＜近
現代漢語学術用語国際＞シンポジューム 平成10
(1998)年9月1日 ゲッティソゲソ大学
現在，筆者は関西大学在外研究員としてハーバー
ドにおいて研修中であり，アメリカやヨーロッパの
図書館の充実ぶりに驚いているが，しかし，当研究
班の主要テーマである「増田文庫」はそれらと比較
しても決して見劣りはしない。まさに世界に誇るべ
き「西学東漸」の宝庫と言える。次期研究班では，
この増田文庫における特に「西学東漸」関係資料の
精密な分類・調査等が必要だと考えている。
東西文化交流の研究
く比較文学研究＞（比較文学研究班）
〔ポスト・コロニアル文学の研究〕
太平洋諸島の英語文学の研究
安川 昼
前研究年度に実施したハワイ大学の研究者との共
同研究の成果が，橋本征治編『現代社会と環境・開
発・文化ー―•太平洋地域における比較研究一』
（本研究所国際共同研究シリーズ2。関西大学出版
部平成10年3月刊）として出版された。個別研究と
してほ， トソガ出身の作家 EpeliHau'ofaに関す
る研究の一端を「南太平洋の道化の文学一ーニペ
リ・ハウオファの『クイコ島人の物語』について
ー」という表題で，本研究所紀要第31輯に寄稿し
た。
その他の活動は以下の通りである。 (1)海外におけ
る学会参加・調査・共同研究。平成9年7月13日～
15日，北イクリア・チロルの Brunnenburg城で開
催された第17回国際エズラ・パウソド学会に出席し
た。平成9年7月11日~8月7日及び平成1呼三8月
切日~9月9日，主として， 15世紀フランドルのボ
リフォニーの研究の一環として，フランドル地方の
いくつかの都市の実地調査と資料収集を行った。ま
た，ルーヴェン・カトリック大学の研究者との研究
研究題目一覧 19 
交流を行った。 (2)研究所に受け入れた研究者との研
究会や講演会。平成9年度の本学招聘研究者として
招聘した EastAnglia大学の GeorgeHyde博士
とその滞在中 (8月町日~9月23日）数回の研究会
を開いた。平成9年11月町日，詩人 CidCorman 
氏を招き，私が司会して懇談会と講演会を開催した。
講演会の演題は "TheNature of a Poet, Simpei-
san as Example." (「詩人草野心平を語る」）で，
高橋美帆氏が通訳した。平成1呼翌月14日から3月
1日まで，ルーヴェン・カトリック大学の音楽学教
授 IgnaceBossuyt博士を招き，研究交流を行う。
2月26日，大阪の財団法人ペルギーフランドル交流
センクーで，本研究所の提供により公開講演会を開
催した。 Bossuyt博士の演題は「フランドル楽派を
中心としたボリフォニーにみる歓ぴ」で， B・カト
リッセ館長が司会し，私が通訳した。平成1娩三4月
2日から 4月29日まで， カリフォルニア大学 San
Diego校の Wai-limYip教授夫妻が，客員とし
て本研究所に滞在した。 Wai-limYip教授ほ研究
所の内外で活澄な研究交流を行ったが，研究所の特
別講演会は4月15日に開催，私が司会をし，陶徳
民研究員が通訳した。演題は "TaoistAesthetics 
and Modern American Poetry" (「道家的美学と
アメリカの現代詩」）であった。 (3消冶笠の開催。本
研究所が企画・運営にあたって二つの学会を本学
100周年記念会館で開催した。一つは， 日本ニズ
ラ・パウンド協会第20回全国大会（平成1碑三10月31
日）で，もう一つほ，日本比較文学会第34回関西大
会（乎成1呼社1月14日）である。後者は本研究所と
共催した。私は，多田敏男（関西外大）教授と増田
英夫（大阪国際大）教授の二人をパネリストに迎え
て行ったシンボジウム「比較文学の観点から見たヘ
ンリー・ジェイムズ」の司会をした。
アジア・オセアニアの英語文学の研究
丹羽良治
先の研究例会で， 「コロニーとしてのオーストラ
リア」と題して， H・ローソンと共に取り上げた
D・H・ロレンスの作品『カソガルー』には，ポス
トコロニアルの問題を考えるテキストとして，ひと
つの重要な問題を学んでいた。異本にまつわる問題
がそれである。
ロレンスの場合，異本が生じた原因は二つある。
ひとつは彼の自作原稿の書き直しが，部分的な推敲
といった程度の生易しいものではなく，新たに最初
から書き直し，それぞれ独立して刊行したこと。
『チャクレイ卿夫人の恋人』がこのケースで異本が
三種類ある。
異本を生んだもう一つの原因は彼の後半生が旅を
棲処としたことから生じる「行き違い」であり，
『カンガルー』の場合がこれにあたる。そんなわけ
で『カンガルー』にほ二つのテキスト—アメリカ
版とイギリス版が存在する。今回定本となるべく出
版されたケンプリッジ版ロレンス全集は，これまで
流布してきたイギリス版のペンギンを退けて，アメ
リカ版を採用している。 （因みに私の翻訳はペソギ
ン版に依った）。二つの版の大きな違いは，その二
ンディングにある。むしろ唐突に終る感のあるアメ
リカ版と比べて，一頁長い結末部を持つペソギソ版
は，どちらかと言えば，伝統的なエンディングとい
った印象を残す。このニンディングの違いが，私を
ボストモダンの問題へと誘い，ひいてはボストコロ
ニアルの問題を再考させた。そんなことを平成1呼三
12月19日の研究例会で発表した。
中南米のスペイン語文学の研究
平田 渡
現代スペイン文学史上，前衛的な手法を駆使した
異オとして知られるラモン・ゴメス・デ・ラ・セル
ナ (1888-1963)の人生と作品について研究をすす
めた。
彼はスペイン市民戦争が勃発すると，アルゼソチ
ンのプニノスアイレスに亡命し，そこで生涯を終え
るが，亡命を決意させたのは，スペインでは自由な
作家活動ができなかったからである。
亡命先にアルゼンチンを選んだのは，親交のあっ
た哲学者オルテガ・イ・ガセーのすすめで講演旅行
に出かけたプニノスアイレスで， Iレイサ・ソフォヴ
ィッチというスラプ系の若い女性作家と恋に落ちた
からである。
平成9年度は，そうした市民戦争にともなう波瀾
の生涯をたどりながら，永年書きつづけた代表作の
20 
アフォリズム集「グレゲリーア」から佳作を翻訳し
て紹介し， 10月15日に研究例会で発表をおこなった。
1呼度は，在外研究員としてマドリードのアルカ
ラ・デ・ニナーレス大学に派遣されたので，そこで
研究をつづけた。
マドリード，さらにはプニノスアイレスでゴメ
ス・デ・ラ・セルナの足跡をたどる一方，彼の初版
本や稀観本をはじめとする文献蒐集をおこなった。
また，彼とは逆に新大陸から旧大陸に亡命したキ
ューパの作家ギリェルモ・カプレーラ・イソファソ
テ (1929~ )についても研究を開始した。彼は
カストロ大統領ににらまれながらハバナで作家活動
をおこなっていたが，自由を求めてロソドソに移住
し，現在スペインを作品発表の場にしている作家で
ある。
第三世界のフランス語文学ーオセアニア・イ
ンド洋の場合ー一
伊）I 徹
1970年代からカリプ海域でクレオール文学 littも—
rature creolophoneが台頭してくるが， 1980年代
に入るとクレオール creoleが文化人類学の概念
として転用され始め，特定の地域に於ける住民の
identitもの流動性の指標となる。
一方現今でほ，フランス内外で最もよく読まれて
いるフランス語表現の文学の作家と言えば，チェコ
の MilanKUNDERAであろうし，フラソスで
最も権威ある文学賞であるゴンクール賞 leprix 
Goncourtの受賞者は1987年度のモロッコの Tahar
BEN JELLOUN 以来， 1997年度のカナダの
Antonine MAILLETに至るまでほとんど例年の
如くフランス本国以外の作家がその対象となり，フ
ランス語文学がフラソス文学を凌駕している状況で
ある。
同じクレオール文学の世界ながら，アフリカ大
陸・中南米・カリプ海域諸国のそれは虐殺と強制連
行の怨念が混成言語・混成文化の裏側に潜伏し，表
面の輝きを失わせ，艶のないザラザラとした肌触り
のものとなっている。これに反し，オセアニア・イ
ンド洋のそれは虐げられたが生き残った原住民の息
づかい (spiritus)が今も聞こえるのである。先住
民や黒人奴隷たちが神との同化を獲得し，その代償
として，宗主国に故国や故郷を奪われたことを許し
てしまったからであろうか。
〔写本の比較研究〕
西欧中世の写本の研究
和田葉子
中世ヨーロッパにおける古書体の研究
ディヴィッド・ダンヴィル
和田研究員の「西欧中世の写本の研究」でほ，ま
ず97年度には， 13世紀，ウェールズとイングラソド
の境界近くにあるヘレフォードで成立した尼僧の手
引き書 AncreneWisseについて， 現存する中英
語・ア｀ノグロノルマン語・ラテソ語テキストのうち
特に英語とラテン語による写本を比較検討し，写本
間の系統を明らかにする手がかりとした。成果は本
研究所『紀要』 31号 (1998年3月）に発表された。
本研究は1996-98年度の文部省科学研究補助費（基
礎研究'.c)(2) による写本研究フ゜ロジニクトと並行し
て行われた。 98年度にほ，上記の作品が当時，英語，
仏語，ウェールズ語，フラソドル語，アイルラソド
語を話す人々が生活していたウェールズ辺境で生ま
れた社会的背景を研究するために，ジェラルド・オ
ヴ・ウェールズ (1146-1223)の生きた時代とその地
域の政治・宗教について考察した。成果として， 97
年夏にダプリンで開催されたアングロ・ノルマン学
会 BattleConferenceで口頭発表したペーパーが審
査を経て98年国際的に定評のある Anglo-Norman
Studies 20 (Boydell & Brewer)に掲載された。
また99年3月には本研究所訳注シリーズ『中世ウェ
ールズをゆくージェラルド・オヴ・ウェールズ1188
年の旅』として刊行された。
ダンヴィル研究員の「中世ヨーロッパにおける古
書体の研究」では本務校のケンプリッジ大学はもと
より，オックスフォード大学，エジンバラ大学，ヵ
リフォルニア大学バークレー校，シカゴ大学，ハー
バード大学等で精力的に調査研究及び七ミナーや講
演を行った。古書体学の第一人者としてこの間，欧
米において多くの論文，著書を発表している。本研
究所に直接関係するものを挙げるならば， 97年度に
は，本研究所『紀要』31号(1998年3月）に発表した
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論文においてアングロ・サクソンの王政起源につい
て新たな見解を示した。 98年度は，ラテン語と古英
語で書かれた中世初期における古書体の発達と知識
の伝播について研究を進め，その成果は本研究所資
料集刊 APalaeographer's Reヮiew:The Insular 
System of Scripts in the Early Middle Ages 
として9咋 3月に刊行された。和田研究員が本研究
所から9牡Fに出版した資料集刊 Temptationsfrom 
Ancrene Wisseと同様，英国の出版社による北米
及び欧州での流通が計画されている。
く神稚主義の研究〉（神秘主義研究班）
〔大乗起個論義記の研究J
大栗起信論義記と仏性論
丹治昭義
本年度も昨年度に続いて『大乗起信論義記』の註，
特に補註の作製を行なってきた。しかし幾つかの問
題が未解決なので，本年度は紀要に発表することは
とりやめたが，来年度には少なくともその一部を掲
載する予定である。
義記の研究を並行して，乎成1碑三度に『中論釈・
明らかなことば』 Iを本研究所の訳注シリーズで
刊行するための準備を行なっている。かつて同ツリ
ーズで刊行した『明らかなことば』 1では最も難解
な章とされてきた中論のチャソドラキールティの注
釈 Prasannapadaの第1章の訳注を行なった。今
回のIでは第22章から第25章までの，思想的に重要
な諸章．及びもし時間的に余裕があれば，第26・27
章の訳註をも含めたいと考えている。未だ critical
editionが公刊されていないチペット訳第25章など
のテキストの criticaleditionをも appendixと
して加える準備をすすめている。
また1999C平成11)年3月11日には本年度の研究
成果の一部として「仏種論」を中心に，異文化であ
るインド仏教を，中国でどのように受容しかつ変容
していったか．という異文化の問題を本研究所の研
究会で発表した。
大乗起信論と西洋哲學
川崎幸夫
周知のごとく『大乗起信論』は大乗佛数の精髄を
極めて簡潔な形に集約した論書であるが，その第一
の眼目は賓在全骰の員相を空にして且つ員如と把握
し，その種々相がすぺて衆生心の内に現れると見徹
するところにある。したがって衆生心が展開する自
己認識の階梯を系統立てて網羅することをとほして
空への了了たる認識の完成に到ることが豫想される。
双方の開聯を一往このやうな形で捉へて，それを哲
學の局面に映すならぼ，そこに賞在論と認識論の相
郎態が見出されるであらうし，またその菩薩道的利
他行的側面に著目するならば，そこに歴史哲學と寅
践的哲學の躍動する姿を認め得るであらう。したが
って『大乗起信論』は敷ある佛数論書のなかでも特
に小篇であるとはいへ，そこに墨込まれた内容ほア
ウグスティヌスーーエック＾ルト—―ーヘーゲルー一
ハイデガーとつらなる形而上學的思辮の山脈に郎應
するものを湛へてゐる。このやうな問題意識をもっ
てこの2年閲沈潜してきた思索の跡に行文を賦輿し
て荘厳してゆくことが今後の課題とならう。
大栗起信論義記における信心
井上克人
鎌倉新仏教，特に道元，親鸞の思想的立場を，ぃ
わゆる本覚思想の批判的継承として捉え，本覚思想
の淵源である『大乗起信論』の研究を個人的にすす
める傍ら，当研究班の共同研究としては，特にその
最も重要な注釈書である法蔵の『大乗起信論義記』
の解読と注釈を，引用経典や冠導傍注本等を逐ー参
照しながら行なってきた。共同研究の成果は『東西
学術研究所紀要』第31輯（平成1呼胡月刊行）に掲
載。また個人研究としては，平成1呼三6月17日（水）
開催の研究例会において， 『道元と親鶯一「信」
の構造ーー』というクイトルで発表した。
大栗起信論と日本仏教
薗田香融
(1) 研究班の活動として，毎月の例会で行なって
いる『大乗起信論義記』注釈の仕事に参加し，その
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成果は当研究所の『紀要』第31輯 (1998年3月発行）
に「『大乗起信論義記』研究」として発表した。
(2) 個別研究のテーマに関しては，奈良時代にお
ける起信論の伝来と受容について検証した。今回は，
起信論の受容と関連する一乗思想について考察し，
その思想史的意義を考えた。その考察の一端は，私
の退職講義「奈良仏教管見」でふれているので，
『史泉』最近号所載の同講義速記録を参照されたい。
大乗起信論と中国思想
吾妻重二
『大乗起信論』および法蔵の『義記』は仏教教理
の一到達点をあらわす名著であるが，この中には純
粋なインド思想のほかに，中国的な思惟がまぎれこ
んでいると想像される。その最も見易い例ほ，これ
らがほかならぬ漢語すなわわち中国語で記述されて
いるという点であって，このことについては従来，
十分な注意が払われてきたとは思われない。漢語表
現，あるいは漠語による概念の立て方などの点で，
中国的思淮方法が『起信論」ないし『義記』にどの
程度影を落としているのかをさぐることは，「中国」
仏教という仏教哲学のあり方を見極める上でも重要
なことであろう。
平成9年度から10年度にかけては，このような視
点から『大乗起信論』および『義記』の研究をひき
続きおこなった。定期研究例会に参加するとともに，
研究成果の一部として発表をおこない，その要旨を
「漢語表現から見た『大乗起信論』の性格」と題し
て『東西学術研究所々報』第66号に掲載した。
このほか，平成9年10月22日，北京大学哲学系の
楼宇烈教授を受け入れ， 「'90年代における中国哲学
研究の新しい潮流」と題して講演をおこなっていた
だいたこと，また，シンガボール国立大学中文系の
周建漁講師を乎成10年12月15日から同20日まで日本
学術振興会を通じて招聘し，同19日， 「明末清初の
社会的変遷一『牡丹亭』『桃花扇』を中心に」の
演題で講演していただいたことを付記しておく。こ
の二つの特別研究会には，多数の来聴者を得ること
ができた。
く東西文化交渉史の研究〉（文化交渉史研究班）
〔ヨーロッパ近代歴史学の非ヨーロッパ世界への
移植J
ヨーロッパ近代歴史学の中国への移植
河田悌ー
欧米の歴史ほ，キリスト教と切っても切れないも
のとしてある。それと同様に，東アジアの国ぐにの
歴史は，儒教をぬきにして語ることができないだろ
う。とりわけ中国では前漢の武帝の時代以降，二千
年以上にわたって儒教を国家教学とする体制がつづ
いてきたのであった。そうした中国が， 1840年のア
ヘン戦争という WesternImpactを契機として，
いかなる思想的変貌をとげたのか。こうしたテーマ
に一つの解答をあたえるべく，ヨーロッバ近代歴史
学が中国にどのようなかたちで移植され，受容され
たかーーを追跡調査し，中国の伝統と近代化との確
執，中国文明と西欧文明との対立などといった問題
に，焦点を当ててみた。
く口頭発表〉 「日本・中国・朝鮮間の相互認識と
誤解の表象＝総括司会」 （京都大学人文科学研究所，
1997年6月）， 「中国における儒教の現状」（大阪西
ロー タリー クラフ・, 98年1月）， 「儒教と近代化」
（佛教大学アジア理解講座， 98年12月）
く論文発表〉 「“部なき部時代"しま続く」 （『読売
新聞』夕刊1997年2月21日）， 「香港返還によせる
想い」（『近畿化学工業界』 531号， 97年7月），「も
っと知るべき国—台湾」（『京都新聞』夕刊98年 3
月18日）， 「マカオの孫文記念館を訪ねて」 （『読売
新聞』夕刊98年4月16日），『中国を見つめて』（研
文出版， 98年5月）
ヨーロッパ近代歴史学の日本への移植
芝井敬司
明治以降の近代日本の発展のなかで，欧米の先進
的科学技術の積極的導入がはたした役割についてほ，
従来より広く認められてきた。しかし，そこで導入
されたのほ，科学技術だけではない。本来，同列に
論じることができないと考えられがちな人文学の領
域においても，こうした「技術導入」が積極的にな
され，わたしたちが意識しているか否かにかかわら
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ず，その影響は近代日本の学術形成に及び，場合に 物，小型風車2基の実測調査をした。
よってほ今日にまで引き続き痕跡を残しているとい
って過言ではない。歴史学の分野においても，中国
の歴史叙述に範をとって始まった歴史叙述の長期の
伝統が存在していたにもかかわらず，明治政府はド
イツから F.リースを招聘し東京帝国大学の教授に
つけて，当時としては最新の歴史研究のスクイルを
導入しようとした。このリースこそ「近代歴史学の
祖」と呼ばれる R.v.ランケの晩年の弟子にあたる。
リースは日本のアカデミズムの歴史学のなかに，
「ランケ・モデル」と呼ばれる歴史の研究スクイル
を導入・定着させることに大いに貢献したのである。
研究成果としては「ランケ・モデル」の淵瀕を考
察する目的で18世紀の歴史家ギボンの研究を継続し
てきた。また関連する成果として次の論考を刊行し
た。
芝井敬司「トインビー」『20!!:紀の歴史家たち③
世界編出』刀水書房， 1999年1月。
〔生産技術の比較研究〕
欧亜回廊地帯の生産技術と生活技術
末尾至行
平成9年度には，新谷英治研究員を代表者とする
文部省科研“国際学術研究" (テーマ：中東世界の
伝統技術に関する歴史地理学的研究）のメンバーと
して， 7月31日から 9月7日の間，イラン・キプロ
ス・ギリシアを訪れた。イランでは東部のホラサー
ン・シースクーン地方で， いわゆる「120日の風」
に依る「シースクーンの風車」を調査したほか，南
部のシーラーズ周辺の水車場を探訪した。ギリシア
でほ北西部，アルバニア国境近くのカルバキ村の水
車場，中央部の山村カルペニシ村周辺の水車場，ナ
フパクトス市東方の谷筋の水車場などで取材した。
平成10年度には“国際学術研究"調査の2年目と
して， 10月16日から11月23日の間， トルコ・ギリシ
ア・ハンガリーなどを訪れた。 トルコでは7年前に
取材したアフィヨン郊外の水車場群の，その後の変
化を調査し，またギリシアでは，北西部のルロス川
沿いの水車場，ペロボネ‘ノス半島部のカルカルゥ村，
ドゥラヒ村などの水車場を訪れた。ハンガリーでは，
南部のオープスタセルにある民族記念公園内の展示
地中海世界の航海と海図
新谷英治
地中海世界における航海技術とそれを支えた海図
や航海案内書を検討することを目的として， 16世紀
初頭にオスマン朝で編纂された地中海航海案内書
『キタープ・バフリニ』 （『海洋の書』）の分析を中
心に研究を行なった。
具体的には， 『キクープ・バフリエ』の各種写本
の調査及びヒジュラ暦93咲F本系写本に基づく訳註
の準備を進めた。また併せて，国内外の研究者とと
もに「中東世界における伝統技術の歴史地理学的研
究」のテーマのもとで文部省科学研究費補助金（国
際学術研究〔学術調査〕）を受けたのを機に， 1997
年及び1998年にトルコ，ギリシア，イクリアで現地
調査に当たった。 『キクープ・バフリニ』本文及び
付図から知られる内容と現地の実態を比較検討する
ことによって，航海案内書としての『キタープ・バ
フリニ』の性格や学問的価値についてさまざまな知
見を得ることが出来た。
研究の成果の一部は，泊園記念講座 (1998年11月。
講演記録：『泊園』第37号〔1998年9月刊〕）及び東
西学術研究所研究例会 (1998年1月。報告要旨：
『東西学術研究所所報』第67号〔1998年9月刊〕）
において報告されている。
太平洋地域の農耕と漁携
橋本征治
かねてより進めてきたハワイ大学と本学研究者と
の間の国際共同研究（文部省科学研究費補助金：大
学間協同研究一課題番号06045057,および関西大学
の共同研究助成金を受けた•…••いずれも代表者は橋
本征治）の成果を橋本征治編：『現代社会と環境・
開発・文化—太平洋地域における比較研究—』
（関西大学東西学術研究所国際共同研究シリーズ
2)としてとりまとめた。この中で，筆者は「太平
洋地域におけるクロイモ栽培の比較研究」 (217-
256頁）と題してハワイ諸島・フィジー諸島・フラ
ンス領フツナ・南西諸島におけるタロイモ栽培技術
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の比較検討を行い，その斉一性を検証し，さらに比
較農耕文化論的視点から論究した。
5月20日の当研究所の研究会では「太平洋地域に
おける文化圏ー一日本文化と南方の視点から一」
と題して，日本を取り囲む諸文化圏について人種・
言語・土器・農耕の四つの分野にしぼって検討した。
そして，南方文化との関連性，あるいは南方からみ
た日本文化について論じた。
西洋の科学知識と生産技術の中国への伝来
橋本敬造
清朝・康煕年間に見られたフランス宜教師団によ
る科学知識や技術の中国への伝来を主眼とする研究
を実施した。特に，これまで存在が確認されていな
かった，第2回目の宜教師団に属する J・F・フー
ケが171舷F代に北京で草稿を完成した『暦法問答』
の稿本がヴァチカン図書館とプリティッシュ・ライ
プラリーに所蔵されていることを発見し，その分析
研究によってデカルト主義科学知識やパリ天文台の
観測結果が中国に導入されていく過程を明確にする
ことができた。この文献の発見によって，これまで
の定説を破り，中国にコペルニクス説が導入された
のは半世紀早く，ケプラーの法則については四半世
紀早かったということを示すことができた。今後，
この稿本の校注版を作り，出版することが重要な課
題として残されている。 2年間にわたる研究期間中
に公表した成果は以下の通り。
「康煕年間におけるフラソス科学の受容―J. 
F・フーケの稿本『暦法問答』を読む一」， 『関
西大学東西学術研究所々報』第66号（平成1~3 月
31日）， 7-8頁。
「清朝・康煕帝下のフラソス科学：『暦法問答』
にみえる地半径差と清蒙気差」，『東西学術研究所紀
要』第31輯， 33-48頁。
